
在宅ケアシステム論 ３年・後期 １単位 准教授 川村 牧子

科目カテゴリー 看護提供のあり方 科目ナンバリング 33310873

１ ．授業 のね らい・ 概要

本 科 目 は ， 在 宅 看 護 学 実 習 で の 学 び を 基 に ， 在 宅 看 護 に お け る 看 護 過 程 の 振 り 返 り を 通 し て ，

在 宅 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 思 考 過 程 の 定 着 化 を 図 る 。併 せ て ，地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム に お け る 看

護 職 の 役 割 に つ い て 学 ぶ 。

２ ． 学修 の 到 達目標

１ ． 在 宅 看 護 の 特 徴 を 踏 ま え た ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に つ い て 理 解 す る 。 (D - 2 )
２ ． 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム に お け る 看 護 職 の 役 割 を 理 解 す る 。 (D - 2 )
３ ． 訪 問 看 護 師 が 行 う マ ネ ジ メ ン ト に 必 要 な 知 識 ・ 技 術 を 理 解 す る 。 (D - 2 )

３ ．授業 の進 め方

講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク を 中 心 に 授 業 を 行 う 。

＊ 演 習 の グ ル ー プ ワ ー ク は ， 個 人 ワ ー ク の 後 ， グ ル ー プ で 検 討 す る こ と を 繰 り 返 し て 行 う 。

４ ．授業 計画 （ 講義 ・ 演習 ）

回 授 業 内 容
授 業

形 態
事 前 事 後 学 修 （ 学 修 課 題 ） 担 当

１ 在 宅 ケ ア と ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 講 義

予 習 ： 2 年 後 期 「 在 宅 生 活 援 助 技 術 」

科 目 の 内 容 を 振 り 返 る 。

復 習 ： 授 業 内 容 と テ キ ス ト 2)「 技 術

を 提 供 す る 在 宅 ケ ア 体 制 Ⅱ 在 宅 ケ ア

体 制 と ケ ア マ ネ ジ メ ン ト (p7 7- 91 ) を

読 み 整 理 す る 。

川 村 牧 子

２
事 例 紹 介 ・ グ ル ー プ ワ ー ク の 進

め 方
講 義

予 習 ： 3 年 前 期「 在 宅 看 護 学 実 習 」事

前 学 習 等 を 読 ん で 理 解 す る 。

復 習 ： テ キ ス ト 2)対 象 を と ら え る 技

術 ① を 整 理 す る 。

川 村

３ 事 例 展 開 Ａ ： ア セ ス メ ン ト 演 習

予 習 ： 1 2 年 後 期 「 在 宅 生 活 援 助 技

術 」事 例 展 開 を 読 む（ ア セ ス メ ン ト 項

目 ）。

2 事 例 A に つ い て 読 み 込 み ,シ ー ト 記

入 の 準 備 を す る 。

3 テ キ ス ト 3）在 宅 看 護 過 程（ p63 -7 1 ）

を 事 前 に 読 む 。

復 習：ア セ ス メ ン ト 項 目 を 整 理 し シ ー

ト に 不 足 部 分 を 追 加 ,修 正 す る 。

川 村

４ 事 例 展 開 Ａ ： ア セ ス メ ン ト 演 習

予 習 ： 2 年 後 期 「 在 宅 生 活 援 助 技 術 」

事 例 展 開 を 読 む （ ア セ ス メ ン ト 項 目 ）

2 事 例 A に つ い て 読 み 込 み ,シ ー ト 記

入 の 準 備 を す る 。

復 習：ア セ ス メ ン ト 項 目 を 整 理 し シ ー

ト に 不 足 部 分 を 追 加 ,修 正 す る 。

川 村

５ 事 例 展 開 Ａ ： 療 養 者 全 体 像 演 習

予 習 ： 2 年 後 期 「 在 宅 生 活 援 助 技 術 」

事 例 展 開 を 読 む （ 療 養 者 の 全 体 像 項

目 ）

復 習：療 養 者 の 全 体 像 に つ い て 項 目 を
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整 理 し 不 足 部 分 を 修 正 す る 。

６
事 例 Ａ 発 表 と デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン
演 習

予 習：事 例 A の ア セ ス メ ン ト 項 目 や 全

対 応 シ ー ト 内 容 を 確 認 す る 。

復 習：デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 通 し て 学 ん

だ こ と , 考 察 し た こ と を レ ポ ー ト す

る 。

川 村

７ 事 例 展 開 Ｂ ： ア セ ス メ ン ト 演 習

予 習：1 2 年 後 期「 在 宅 生 活 援 助 技 術 」

事 例 展 開 を 読 む（ ア セ ス メ ン ト 項 目 ）。

2 事 例 B に つ い て 読 み 込 み ,シ ー ト 記

入 の 準 備 を す る 。

復 習：ア セ ス メ ン ト 項 目 を 整 理 し シ ー

ト に 追 加 、 不 足 部 分 を 修 正 す る 。

川 村

８ 事 例 展 開 Ｂ ： ア セ ス メ ン ト 演 習

予 習：1 2 年 後 期「 在 宅 生 活 援 助 技 術 」

事 例 展 開 を 読 む（ ア セ ス メ ン ト 項 目 ）。

2 事 例 B に つ い て 読 み 込 み ,シ ー ト 記

入 の 準 備 を す る 。

復 習：ア セ ス メ ン ト 項 目 を 整 理 し シ ー

ト に 不 足 部 分 を 修 正 す る

川 村

９ 事 例 展 開 Ｂ ： 療 養 者 全 体 像 演 習

予 習 ： 2 年 後 期 「 在 宅 生 活 援 助 技 術 」

事 例 展 開 を 読 む （ 療 養 者 の 全 体 像 項

目 。）

復 習：療 養 者 の 全 体 像 に つ い て 項 目 を

整 理 し 不 足 部 分 を 修 正 す る 。

川 村

10 事 例 展 開 Ｂ ： 療 養 者 全 体 像 演 習

予 習：第 9 回 部 分 の 補 足・修 正 を 行 う

復 習 ： 療 養 者 の 全 体 像 を 把 握 し ,発 表

に 向 け て 共 有 す る 内 容 を 整 理 す る 。

川 村

11
事 例 Ｂ 発 表 と デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン
演 習

予 習 ： 療 養 者 の 全 体 像 を 把 握 し ,発 表

の 準 備 を す る 。

復 習 ： 事 例 AB を 通 し て 学 修 し た 内 容

を 整 理 し 在 宅 に お け る 看 護 過 程 の 事

例 展 開 に つ い て 重 要 な ポ イ ン ト を ま

と め る 。

川 村

12
訪 問 看 護 の 知 識 と 技 術 ①（ 地 域

包 括 ケ ア シ ス テ ム の 仕 組 み ）
講 義

予 習 ： テ キ ス ト 1)「 域 包 括 ケ ア シ ス

テ ム と 多 様 な 生 活 の 場 に お け る 看 護 」

(p8 8- 13 5)を 読 む 。

復 習：テ キ ス ト 及 び 講 義 内 容 の 重 要 ポ

イ ン ト を ノ ー ト に ま と め る 。

川 村

13
訪 問 看 護 の 知 識 と 技 術 ②（ 地 域

包 括 ケ ア シ ス テ ム の 仕 組 み ）
講 義

予 習 ： テ キ ス ト 1)「 域 包 括 ケ ア シ ス

テ ム と 多 様 な 生 活 の 場 に お け る 看 護 」

(p8 8- 13 5)を 読 む 。

復 習：テ キ ス ト 及 び 講 義 内 容 の 重 要 ポ

イ ン ト を ノ ー ト に ま と め る 。

川 村

14
訪 問 看 護 の 知 識 と 技 術 ③

（ ケ ア マ ネ ジ メ ン ト ）
講 義

予 習 ： テ キ ス ト 1)在 宅 看 護 に お け る

ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト /ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト を 事 前 に 読 む (p 12 1- 13 4)。

川 村



復 習：テ キ ス ト 及 び 講 義 内 容 の 重 要 ポ

イ ン ト を ノ ー ト に ま と め る 。

15

在 宅 ケ ア シ ス テ ム 全 体 の ま と

め

・ 地 域 ・ 在 宅 看 護 の 看 護 過 程 の

特 徴

・ 地 域 包 括 ケ ア に お け る 訪 問 看

護

・ 地 域 包 括 ケ ア に お け る ケ ア マ

ネ ジ

メ ン ト

講 義

予 習 ： 今 ま で の 資 料 全 体 を 読 み 直 し ,

不 明 点 等 を 書 き 抜 い て お く 。

復 習 ： 第 1 回 ～ 14 回 ま で の 授 業 資 料

や テ キ ス ト の 指 定 さ れ た 部 分 を ま と

め る 。 川 村

５ ．成績 評価 の方法 ・基準

定 期 試 験（ 受 験 資 格 は 3 分 の 2 以 上 の 出 席 し た 者 ）80％ ，事 例 展 開 20％ で 総 合 的 に 評 価 す る 。

６ ．テキ スト ・参考 文献

テ キ ス ト：1) 臺 有 桂 ら (202 2:  ナ ー シ ン グ・グ ラ フ ィ カ 在 宅 看 護 論 ① 地 域 療 養 を 支 え る ケ ア ,

メ デ ィ カ 出 版

2) 正 野 逸 子 ・ 本 田 彰 子 (20 15 )： 看 護 実 践 の た め の 根 拠 が わ か る 在 宅 看 護 技 術 ,メ

ヂ カ ル フ レ ン ド 社 .

3) 押 川 真 喜 子 (20 20 ):  新 訂 版 写 真 で わ か る 訪 問 看 護 ア ド バ ン ス ,イ ン タ ー メ

デ ィ カ .

持 参 す る も の ： 在 宅 看 護 実 習 の 事 前 学 習

参 考 文 献 ： 河 野 あ ゆ み 編 （ 202 2） :強 み と 弱 み か ら み た 地 域 ・ 在 宅 看 護 過 程 ,医 学 書 院

７ ． 準備 学習 に必要 な時間 ， 又 はそれ に準じ る程 度の具 体的 な学習 内容

事 例 展 開 の 予 習（ 事 例 を 読 み 込 み ，ア セ ス メ ン ト シ ー ト ，療 養 者 の 全 体 像 シ ー ト を 記 入 ）を 行

う 。

ま た ， 講 義 で 行 っ た 内 容 を 復 習 す る こ と 。

８ ．受講 上の 留意事 項

講 義 や グ ル ー プ ワ ー ク に 積 極 的 に 参 加 す る こ と 。

９ ．課題 に対 するフ ィード バッ クフィ ードバ ック の 方法

   提 出 さ れ た 課 題 は 教 員 が 確 認 し て 返 却 す る 。 内 容 が 不 備 な も の は 再 提 出 を 求 め る 。

10． 卒 業認定 ・学位 授与 の方針 と当該 授業 科目と の関連

必 修 科 目 で あ り ， 修 得 で き な い 場 合 進 級 不 可 と な る 。

11．該 当する 本授業 は ， 以下の 実務経 験を 活かし て実施 され る

医 療 機 関 に お け る 看 護 師 と し て の 実 務 経 験 ，行 政 機 関 及 び 医 療 機 関・地 域 包 括 ケ ア 関 連 施 設 に

お け る 保 健 師 と し て の 実 務 経 験 を 活 か し て ， 講 義 と 演 習 を 行 う 。


